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＜連絡事項＞
・11/30　9時ボイラー修理予定。
＜患者様連絡事項＞
・下村　慶子様～療養環境変更目的にて東合併症室→東Bユニットへ部屋移動となる。

・畠山　正治様～病状悪化にて東Cユニット→東合併症室へ部屋移動となる。

・田島　兼雄様～療養環境変更目的にて東Aユニット→東Cユニットへ部屋移動となる。

・大塚　キミ子様～明日南CDユニット転棟予定。後見人面会あり確認、買い物は月の使用金額の定めはないものの、一日に飲み物とつまめる程度のおやつ購入可。
・坂本　きい様～ペースメーカーの点検の為12/4八戸赤十字病院受診目的で外出、昼食は当日早出し。診療情報提供書は伊藤Dr依頼済み。
　　　　　　本日夕食より全トロミ、ミキサー食で食事再開となる。

・上野　一夫様～本日経管栄養チューブ左鼻に留置、昼～白湯（100-100-100）注入開始。
　　　　　　　右足背皮膚白色へ変色している部位あり、田名部Drへ報告し本日のみセフトリアキソン点滴とゲンタマイシン塗布し処置をするよう指示受け。明日以降の指示は主治医へ確認するよう指示。
・小野　世津子様～本人より退院要求あり、姉様希望で伊藤Drと面談実施。姉様が携帯電話を許可なく渡し、友人へ電話で面会を要求していた事実が判明し、姉様希望にて本日より電話制限（家族のみ可）となる。
　　　　　　　　退院ではなく外泊をし退院調整の方向。11/30　10：30～12/1　16時。外泊中に城北病院受診予定、診療情報提供書は生協診療所へ直接受け取りにいく。
　　　　　　　　また妄想様の言動きかれ、本日よりオランザピン増薬となっている。
・田嶋　兼雄様～他室侵入みられ興奮が治まらない状態。伊藤Drへ報告しジプレキサ（10㎎）1/2量筋注施行し、30分後効果なければ残り1/2量筋注指示。施行後落ち着いている。IFオーダーへ不穏時追加。
　　　　　　　　家族希望にて入院時からのLTセットオムツ②→①へ変更している。
・向井　敦子様～買い物カード解約している。私物発注伝票で買い物をして良いか連絡がとれていない。受け持ちスタッフで対応を。

・野田　フミ様～本日南山苑スタッフが状態をみにきています。
・和田　昌様～臨時薬7日分処方、以後定期。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。治療環境に対する不満や私物に関する要求頻回に聞かれている。早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。女性スタッフへの話し掛けはあるが男性スタッフがいると話し掛けはない。逸脱行為や神に関する発言ない。早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～外泊中。連絡なし。
＜要注目患者様＞
・小野　世津子様～入院環境への不満等を訴えて本日退院したいと話しており主治医へ報告している。
・新堂　寿子様～入院前に他者とトラブルになったことを声高に話すが興奮なく経過。
・宮川　鉄雄様～バイタル異常なし。介護抵抗強くスタッフ数名で介入している。
・上野　一夫様～バイタルサイン異常なく白湯注入し消化器症状なく経過。
　　　　　　　右足背の皮膚が白色へ変色している部位あり、主治医報告していく。
・坂本　きい様～酸素2Lマスク流入し酸素飽和度95％以上キープ出来ている。
　　　　　　　微熱経過。

・成田　富士子様～低血糖なく経過。
・丹内　栄子様～便失禁や全裸になる行為みられおちつきがない様子続いている。
＜深澤Ｄｒ情報＞
・滝沢　繁倫様～女性への逸脱行為あることからルーラン追加となり、他同内容で7日分処方。
・上野　一夫様～本日経管栄養開始となり、白湯（100-100-100）となる。明日まで白湯のみで対応し、栄養剤は明日検討するとのこと。それにともない明日より点滴は2本となり、尿量少ないことからフロセミド0.5A追加となる。
・下村　慶子様～経口摂取勧めていくよう指示あり。臨時薬同内容で7日分処方。
・内田　勇三様～臨時薬同内容で７日分処方。
・関野　節子様～臨時薬同内容で７日分処方。
・井畑　勝見様～持参薬本日で終了の為、明日より臨時薬で7日分処方。12/13　16：00家族面談予定。
・澤田　キエ様～食事摂取量少ないことから点滴1本追加処方となり2本/日となる。また、本日昼よりハーフ食+エプリッチ1本/日に変更となる。摂取状態の観察お願いします。
　　　　　　　　採血の結果確認後持参薬について検討。

　
＜入院患者様＞
　日　　時：11月29日　14：00

　病棟病室：東病棟Cユニット　5号室

　氏　　名：佐々木　スミ様

　生年月日：昭和7年2月3日　85歳

　性　　別：女性

　病　　名：認知症疑い

身体合併症：腰部～臀部の熱傷受傷後

　入院形態：医療保護入院(当院1回目)

　主治医　：伊藤Dr

<経過>

　現在、室岡整形入院中。（H29.10.16～現在）元々は自宅で次男様と二人暮らしをしていた。詳細な時期はわからないが、貧血の症状があり、岸原病院へ入院治療行い、以降、介護保険利用しデイサービス、ヘルパー1回/週利用し生活していた。

　平成29年10月16日腰部～臀部にかけて広範囲の熱傷を受傷し室岡整形外科へ入院。入院中の大きな問題はないが、食事したことを忘れるなど認知機能の低下、ADL低下が顕著であり、自宅退院は困難であること、施設入所も困難であることから、一度、認知症の精査・治療を希望され、H29.11.29　14：00東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

　　

・買い物カードなし。
・LTセットBオムツ①
・キーパーソンは長男（東京在住）、同居していた次男様八戸に在住している。

・仙骨部褥瘡もちこみあり、1.5×0.7cm。
・熱傷の処置（腰部・仙骨褥瘡部）プロスタンディン塗布2回/日（9時、16時）12/4まで指示あり。
・急変時は青南病院に出来る範囲で。
・今後は施設希望、南山苑へ申し込みしている。
・インフルエンザワクチン接種希望。
